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①成長型中小企業等研究開発支援事業（Go-Tech事業）成果報告
　令和５年度Go－Tech採択事業「難治性疾患に対する治療薬の創薬のための新たな医薬品候補物質の提供手法の確

立」については、令和８年3月末で3年間の研究期間が終了したので、その成果概要を報告します。

【開発概要】
　入交生命工学は、独自に開発した化合物ライブラリーを用いて難治性疾患治療の研究を進めてきた。これまでの研究

結果から得られた課題認識を踏まえ、本研究開発では、創薬に資するよう、新たな化合物の追加によるライブラリーの充

実と、これを用いた創薬に有効な化合物の選択・提供技術の向上・確立を行う。研究開発を完成させ、個別の疾患に対し

て創薬の候補となる化合物を製薬会社へ提供するサービスの事業化を目指す。

【研究体制】

【研究開発の成果】

事業管理機関：一般財団法人四国産業・技術振興センター

研究実施機関：入交生命工学株式会社（PL）

　　　　　　 ：国立大学法人東海国立大学機構（名古屋大学）（SL）

　　　　　　 ：エポメッド株式会社

【顧客開拓】
　令和7年10月８日～ 10月10日　パシフィコ横浜で開催された「バイオジャパン」への参加により、入交生命工学の化

合物ライブラリーをPRするとともに、新たな顧客開拓を行った。

■新しい籠型骨格を用いた化合物ライブラリー２５０５（目標値 ２０００）を完成
■化合物の有効性評価
 ・２種類の活性評価系　ＰＰＡＲγ活性評価系（骨粗しょう症、糖尿病、がんに関与する）及び
　ＡＲ－Ｖ７活性評価系（治療抵抗性前立腺癌に関与する）を構築
 ・３２２２化合物のＰＰＡＲγ阻害活性評価及び２３４９化合物のＡＲ－Ｖ７阻害活性評価を実施
 ・最終的にＩＲＴ４０１２８２を選抜（ＰＰＡＲγ活性評価系 3μMで100%の阻害）
■ＡＩ（X-DeepSARM）を活用した化合物合成技術の検討

○当技術の連絡窓口
　　入交生命工学株式会社　URL : https://irimajiriseimei.com/
　　研究本部・研究本部長　小路 弘行　　　TEL 088-837-3100　FAX 088-837-3103

入交生命工学が目指すタンパク質間相互作用阻害（難治性疾患治療）のメカニズム

②2025年度事業化案件研究調査事業の成果報告

◆井上石灰工業株式会社の研究調査成果

研究調査テーマ名 高機能性酸化カルシウムの製造方法確立および用途開発に関する研究調査

実 施 期 間 2025年4月　～　2026年 2月

企 業 名 井上石灰工業株式会社

共同研究企業等 なし

研 究 調 査 概 要 

研 究 調 査 成 果

電子部品の小型化・高性能化やフィルムの高機能化に伴い、ナノレベルで制御された
機能性材料の需要が高まっている。弊社では独自技術により、ナノスケールで構造制
御された高機能性酸化カルシウムの開発に成功したが、工業化に向けては製造技術
の確立が課題となっている。本研究では、この新規材料の製造方法確立を目指し、半
導体封止材やフィルム分野での実用化に向けた研究調査に取り組む。

本研究では、「高機能性酸化カルシウム」の量産技術の確立に取り組んだ。独自の材料制御技術をベースに

製造プロセスを最適化した結果、品質の安定化と高度な微細化制御を両立する技術的基盤を構築すること

に成功した。

実用化に向けた検証過程では、特定用途で性能を最大限に引き出すための材料設計上の課題を明確にし、

事業化に向けた重要な知見を蓄積できた。今後は、得られた成果をもとに配合の最適化を行い、機能性材料

での実用化を目指していきたい。


